 大雨発生時・危機管理マニュアル（児童生徒等在校時）（例）

警戒レベル２相当
大雨注意報・洪水注意報
　気象災害に関しては、時々刻々と変化する気象状況への対応が遅れないよう、順次発表される気象情報に対して、状況に即した的確な対応を、時間軸に沿って随時実行していくことが求められます。ここに記載した大雨発生時の対応例を参考に、様々な気象災害発生時に適切に対応できるよう、各学校においてハザードマップの確認や連絡手段の確認、備蓄品の準備、職員の役割分担等、事前に行っておくことが大切です。




状況把握
・気象状況　　　（　　　　　）
・通学路の状況　（　　　　　）
・交通状況　　　（　　　　　）

◎水害対策本部の設置（校長、副校長、教頭、教務主任、安全主任等）
・情報収集　　（　　　　）
〔通学路の道路状況、河川の状況、橋・堤防の状況、学区の浸水状況、交通機関の運行状況〕
・学校の被害状況確認　　（　　　　）
・留守家庭の確認　（各担任）→　取りまとめ　（　　　　　）
・下校の判断〔下校時刻の変更、集団下校、保護者へ引き渡し、学校待機　等〕（　校長　）
・下校までのタイムスケジュール作り　（教務主任）
・保護者への連絡準備　　（　　　　　）



教育委員会へ連絡・支援要請




状況が悪化する可能性有り
状況が悪化する可能性無し




保護者への連絡　〔児童生徒等の安否の現状、引き渡し場所及び開始時刻、引き取りに来られない児童生徒等への対応等〕　　　　　　　＊連絡手段〔　　　　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　　　　　　〕　　（　　　　　）
平常授業
（経過観察）
避難行動の準備
及び避難開始
警戒レベル３相当
大雨警報・洪水警報
○下校時刻の変更・集団下校
・通学路の安全確認、変更ルート確認（　　　　　）
・児童生徒の引率（集団下校担当職員）
・状況によっては、下校後の安否確認（　　　　　）
※家族が不在の場合や、通学路や家屋に危険が予想される児童生徒は、保護者と連絡を取り学校待機




○学校で待機（復旧・救助を待つ）
・校内の安全な場所で待機させる（　　　　　　）
・健康・精神面のケア（　　　　　）
・食料等対応（非常食・水等の配布）（　　　　　）
・暖房器具対応　※季節により　（　　　　　　）
※場合によっては、引き取り保護者も一緒に待機

○保護者への引き渡し（各学級担任）
・「引き渡しカード」により連絡先を確認
・「引き渡し一覧」に必要事項を記入　　
・引き渡し終了後災害対策本部に報告
・学校内で状況を共有（引き渡し一覧等）（　　　　　）
※保護者に無理に迎えに来ることがないよう連絡する







学校敷地の水害リスク別　避難行動例
水害リスク①
３ｍ以上浸水予測（２階浸水）
土砂災害警戒区域

１．水平避難
（高台避難）
避難場所までの経路の安全確認をして避難
危険であれば校舎内での垂直避難


教育委員会への連絡



水害リスク②
０．５～３ｍ未満（１階床上浸水）
０．５ｍ未満（１階床下浸水）


２．垂直避難（校舎内　上層階）



３．学校待機
（学区内に浸水想定区域が存在）

水害リスク③
浸水想定区域外




・教育委員会へ避難状況を報告（けが人の有無、学校待機児童生徒等の人数　等）
・保護者へ児童の避難状況の報告（一斉メール等）
（避難場所、けが人の有無、今後の対応、その他）
・学校施設の被害状況の確認（水・電気・トイレ等）

警戒レベル４相当
土砂災害警戒情報
児童生徒及び職員等の安全確保
この段階での校外への避難行動は危険を伴うため、校舎内において、児童生徒の安全を確保できる場所へ避難する。（垂直避難、土砂災害危険個所から離れる等）　　　（復旧・救助を待つ）


	警戒レベル５相当
大雨特別警報



教育委員会へ被害報告・支援要請

＜　職員の役割分担　例　＞	天候回復後
・警報等が解除され、天候が回復した後、学区の状況把握や、交通機関の運行状況等を確認し、下校や保護者への引き渡しを再開する。
※学区の状況を確認する際、教職員自身の安全確保に留意する。
・児童生徒等が、無事帰宅できたかを確認する。
・学校の被害状況について確認する。

校　　長：全体指揮、近隣学校との連携
教　　頭：保護者への情報伝達、教育委員会・警察・消防等への連絡、飲料水、食料等の準備・確保
教務主任：下校までのタイムスケジュール作成、引き渡し準備
学級担任：児童生徒等引率、引き渡し準備
担任外　：情報収集（気象状況、学区の安全状況、交通状況）

